　調　　査　　票　　　　　判定依頼理由　　
（在宅生活者用）　　　 　　　□　療育手帳
□　指導方針
　　　　　　　　から聴取（が記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聴取日　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区役所・支所　担当　　　　　
	本人
	フリガナ
	男 ・ 女
	　　　　年　　月　　日生

	
	氏名
	
	

	
	住所　〒　　　　－　　　　　　電話番号　　　　－　　　　－


	保護者
	氏名　　　　　　　
	続柄
	

	
	住所　〒　　　　－  　　　　　電話番号　　　　－　　　　－　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	身障手帳：　有　・　無　（　　種　　級　　障害名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	精神障害者保健福祉手帳：有　・　無（　　級）自立支援医療費（精神通院医療）の支給：有　・　無　
最終学歴：　　　　年　　月（　　　　　　　　）学校（普通・育成・総合支援）卒業・中退・在学

	現在就労していますか（はい ・いいえ）　はいの場合の就労先（　　　　　　　　　　　　　　　　）
生活保護受給：　有　・　無

	今までに施設に通所や入所していたことがありますか。

　施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〔　　　　年～　　　年〕

施設名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〔　　　　年～　　　年〕

	家族構成
	続柄
	氏　　　　名
	生 年 月 日
	職業・学校・学年等
	健康・その他

	
	
	
	　　．　　．
	
	

	
	
	
	　．　　．
	
	

	
	
	
	　　．　　．
	
	

	
	
	
	　　．　　．
	
	

	
	
	
	　　．　　．
	
	

	
	
	
	　　．　　．
	
	

	　本人・保護者の意向
	□　療育手帳更新のための再判定
☐　新規申請

・療育手帳申請のきっかけと取得の目的
　・本人の意向
　・保護者の意向


	
	


○過去，京都市児童福祉センター（又は京都市外の知的障害者更生相談所，児童相談所）にて判定を受けたことのあるケースについて
	前回判定年月日
	　　　．　　．
	相談種別
	指導方針・療育手帳・（　　　　　　）

	前回判定機関
	京都市児童福祉センター，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	その後の本人及び家庭の状況の変化について
	

	
	

	
	TAT，


	
	

	
	

	
	


○　今回，初めて京都市児童福祉センターにて判定を受けるケースについて
	毎日，家庭等でどのように過ごされているかについて
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


○　本人の様子について（各項目，当てはまる箇所の□内にレ印をつける。）

	項　　　　　　　　目
	備　　　　考

	身辺自立
	□　人の支援がなければ，身の回りのことはできない。

□　身の回りのことはどうにかできる。

□　身の回りのことはできるが，状況に応じた対応ができない。
□　身の回りのことや状況に応じた対応ができる。
	

	
	
	

	
	
	

	意思表示
	□　簡単な意思表示しかできない。

□　ごく簡単な日常会話しかできない。

□　限られた範囲なら，日常会話はどうにか通じる。

□　日常会話はできるが，こみいった話は難しい。
	

	
	· 
	

	
	· 
	

	集団参加
	□　集団行動は難しい。

□　指示があれば，集団行動は何とかできる。
□　困っている仲間に対して協力できる。
□　自ら友人を誘って外出ができる。
	

	
	
	

	
	
	

	読み書き計算
	□　ひらがなを読めない。

□　ひらがな程度なら読めるが，書けない。

□　ひらがなを何とか読んだり書いたり，買い物で小銭が出せる。
□　簡単な読み書きや金銭の計算ができる。
	

	
	· 
	

	
	· 
	

	作業能力
	□　単純作業も難しい

□　継続的な単純作業はどうにかできるが，長続きしない。
□　簡単な調理や単純作業ならできる。

□　単純作業を中心とする職業なら就労できる。
	

	
	
	

	
	
	

	移動
	□　歩行が困難である。

· 外出時に付き添いが必要である。

· 一人で外出できるが，交通機関の利用はできない。

· 一人で交通機関の利用ができる。
	

	
	
	

	
	
	


京都市児童福祉センター発達相談所発達相談課
